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 研究期間

平成２４年６月１日～平成２６年３月１５日

 研究会メンバー

（研究代表者）

福岡有明海漁業協同組合連合会

（共同研究者）

福岡県水産海洋技術センター有明海研究所

株式会社大坪鉄工

（オブザーバー）

福岡県水産振興課、柳川市

（協力機関）

大日本産肥(株)、ティーワークス、(有)フォーリスト

研究期間・研究会メンバー
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有明海の概要

佐賀県
福岡県

熊本県

長崎県

有明海

・干満の差が大きく、筑後川、
矢部川の１級河川が流れ込む豊
かな海域である。
・全国でも有数の海苔生産地で
ある。（H25年：全国3位）
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「はたき海苔」とは、漁期終了時に発生
する低品質で商品価値のない海苔である。

発生量は年間数千トンに上り、多額の費
用をかけて処理しているのが現状。

研究の背景
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はたき海苔を肥料等の原料として、
有効利用する手法の開発を目指す。

研究の目的

問題点
・多額の処理費用！
・短期間で大量に発生！
・腐敗が早い！
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研究概要（フロー図）

各漁家で加工
（脱塩分・脱水・乾燥）

焼却処分

はたき海苔 回 収 加 工 販 売

（現状）

（めざす姿）

（課題）
効率的な回収
方法の検討

（課題）
肥料化技術の検討
飼料化技術の検討
効果の確認
コスト評価

（課題）
販路開拓

はたき海苔
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研究成果（加工技術の検討①）

はたき海苔

副資材 ＋ 乳酸菌
（油かす、ふすま）

発酵混合撹拌

試作品完成

製造量：０.２㌧

（H24）コンクリートミキサーを使用し製造
試験を実施
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研究成果（加工技術の検討②）

（H2５）コンクリートミキサー車を使用し製造
試験を実施

試作品完成

製造量：２０㌧

はたき海苔

副資材 ＋ 乳酸菌
（油かす、ふすま）

混合撹拌

発酵
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・有機物肥料等推奨基準を

クリアした。

研究成果（試作品の肥料成分分析）

試作肥料 基準値

窒素全量 ６.２２％ ２.０％以上

リン酸全量 ２.５１％ ２.０％以上

カリ全量 １.９６％ －

炭素窒素比 ６.８０％ ２０％以下
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肥料効果の定量評価試験

（福岡県農業総合試験場に委託）

・市販肥料と同等の肥料効果がみられた。

・塩分による生育障害の発生はなかった。

研究成果（肥料効果の確認①）
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肥料効果の定性評価試験（農家に依頼）

【対象農作物】

茶、トマト、セロリ、ネギ、スイカ 等

（農家の評価）

・市販肥料と収量差はなかった。

・糖度とコクが増した。

・茶では使用農家が県茶審査会で上位を占めた。

研究成果（肥料効果の確認②）
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特殊肥料生産業者届出及び肥料販売業務開始
届出を行った。

（名称）「のり発酵堆肥１号」

研究成果（肥料生産業者届出）

特殊肥料生産
業者届出

肥料販売業務
開始届出

平成26年2月25日

福岡県
第５４８５号
たい肥

平成26年2月25日

福岡県
第２９７３号
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 加工技術の検討 →発酵肥料を試作

 肥料成分の分析 →基準値をクリア

 肥料効果の確認 →定量･定性的評価を実施

 肥料登録 →生産及び販売業者の届出

成果まとめ

①短期間に大量発生するため、処理が追いつかない。

②腐敗が早く、早急な処理が必要。

③水分が多く、水分調整に副資材(油かす等)を多く要する。

残った課題

保存性の向上が最大の課題！
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課題解決に向けた方策の検討

簡易に脱水する方法を各種(機械式、乾燥等)検討したが、
コストや脱水率において有効な手法を見出すには至らな
かった。

乳酸発酵でpHを下げ腐敗を止めるのではなく、
初めから乳酸を加えてpHを下げることで腐敗を
防止できないか試みた。

乳酸を1～5％添加することで長期間の
保存が可能であった！

そこで、発想を転換し・・

14



今後の展開

はたき海苔の有効利用システムの構築

製造方法の
効率化

コスト削減
肥料以外の
用途の開拓

販路開拓

機械化によ
る省力化

製造方法の
改良

(副資材の削減
等)

保存性向上
(乳酸添加)

ＪＡ、肥
料商社等
との連携

（課題）

（今後の対策）

飼料化等
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地域循環型モデルの構築

のり発酵堆肥１号

栄養分の
循環サイクル

「海の恵み」を「大地」へ そして再び「海」へ！

海

川

山

大地
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